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(16) 芸術文化活動 

本道では、地域の自然環境や歴史等に根ざした特色ある芸術作品が生み出され、各圏域の道立美術

館等を中心に活発な芸術文化活動が展開されてきましたが、広域分散型の本道の特性により、美術館

等を利用することが困難な地域があり、身近に親しめる機会の充実が必要となっています。 

 

 

また、地域の歴史や文化、自然の特徴を示す有形・無形の貴重な文化財が多数存在し、これまで長

きにわたって道民の共有財産として保存・伝承されてきましたが、近年、過疎化や少子・高齢化など

により、文化財の維持管理や継承する人材の育

成が課題となっています。 

こうしたことから、学校教育や生涯学習に   

おける芸術作品や文化財に身近に接する機会  

の充実や、世界文化遺産の「北海道・北東北の  

縄文遺跡群*」をはじめとした身近な文化財 

を「まもり」、「はぐくみ」、地域資源とし 

て「いかし」、将来に確実に引き継ぐなどの 

取組を通じて、全ての道民に潤いのある心豊 

かな生活をもたらすとともに、青少年の豊か 

な創造性や情操を育んでいくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●北海道・北東北の縄文遺跡群 

2021（令和３）年７月、ユネスコの世界文化遺産として登録された北海道及び青森・岩手・秋田県に所在する 17か所の縄文遺跡群（うち道内に６か所）。 
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 アートギャラリー北海道連携拠点美術館 

【連携のイメージ】 

 

 
北海道・北東北の縄文遺跡群 
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